
 2015年度 グローバル・ガバナンス研究科 自己点検・評価報告書
基準１ 理念・目的

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）研究科の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎学部，学科または課程ごとに，大
学院は研究科または専攻ごとに，人
材の養成に関する目的その他の教育
研究上の目的を学則またはこれに準
ずる規則等に定めていること。
◎高等教育機関として大学が追及す
べき目的を踏まえて，当該大学，学
部・研究科の理念・目的を設定して
いること。
【約５００字】

①「 グローバル・ ガバナンス研究科 2016年度教育・ 研究に関する長
期・ 中期計画書」 ( 2015年６ 月作成) （ 274頁） において， 「 １ 理念・
目的」 を 掲載し ている。
②大学院学則別表４ に「 人材養成その他の教育研究上の目的」 を 研
究科・ 専攻ごと に定めている。

（２）研究科の理念・目的が，大学構成員（教職員及び学生）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ホームページ等に
よって，教職員・学生，受験生を含
む社会一般に対して，当該大学・学
部・研究科の理念・目的を周知・公
表していること。
【約１５０字】

①「 グローバル・ ガバナンス研究科 2016年度教育・ 研究に関する長
期・ 中期計画書」 は， 「 １ 理念・ 目的」 を 含め， 研究科委員会で承
認し ており ， 本研究科教職員に周知さ れている。
② 大学院学則別表４ 「 人材養成その他の教育研究上の目的」 は, 明
治大学ホームページに公開し ている。 また， 研究科の理念・ 目的等
の詳細を ＷＥ Ｂ サイ ト やパンフ レ ッ ト を 通じ て， 受験生を 含む， 社
会一般に公表し ている。

（３）研究科の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに
当たり，責任主体・組織，権限，手
続きを明確にしているか。また，そ
の検証プロセスを適切に機能させて
いるか。
【約３００字】

①「 教育・ 研究に関する長期・ 中期計画書」 は， 毎年度， 「 研究科
執行部会議」 が責任主体と なっ てレ ビュ ーし ， 必要に応じ て見直し
ている。 2015年度は2015年７ 月１ 日研究科委員会で承認さ れ， 決定
し た。
② 大学院学則別表４ 「 人材養成その他の教育研究上の目的」 を 変更
する際には， 研究科委員会の審議を 経て， 大学院委員会， 学部長
会， 理事会の審議承認を 経て改正するこ と と なっ ている。 研究科の
理念・ 目的の適切性については， 毎年度， 研究科委員会などで定期
的に検証し ている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度グローバル・ガバナンス研究科　自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）研究科として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか

a ●＜教員像と教員組織の編制方針＞
専門分野に関する能力，教育に対す
る姿勢等，大学として求められる教
員像を明らかにしたうえで，当該大
学，学部・研究科の理念・目的を実
現するために，学部・研究科ごとに
教員組織の編制方針を定めている
か。また，その方針を教職員で共有
しているか。
【約４００字】

① 求める教員像は， 「 グローバル・ ガバナンス研究科 2016年度教
育・ 研究に関する長期・ 中期計画書」 ( 274～275頁) 「 ３ 教員・ 教員
組織」 において掲載し ている。
② 教員組織の編制方針は， 「 グローバル・ ガバナンス研究科 2016
年度教育・ 研究に関する長期・ 中期計画書」 ( 274～275頁) 「 ３ 教
員・ 教員組織」 において掲載し ている。
③「 求める教員像」 及び「 教員組織の編制方針」 を 明記し た「 教
育・ 研究に関する長期・ 中期計画書」 を 研究科委員会で承認するこ
と により ， 本研究科教職員で共有し ている。

b ◎＜基準の明文化，教員に求める能
力や資質の明示＞
採用・昇格の基準等において，法令
に定める教員の資格要件等を踏まえ
て，教員に求める能力・資質等を明
らかにしていること。
【約１５０字】

　 専任教員の任用に関し ては， 専任教員は政治経済学部も し く は専
門職大学院ガバナンス研究科に所属し ているため， その募集・ 任用
について， グローバル・ ガバナンス研究科で直接的な採用等の手続
き を 行う こ と はない。 研究科担当教員の任用にあたっ ては， 研究科
で定めた「 グローバル・ ガバナンス研究科『 教員任用基準』 適用に
関する申し 合わせ」 により 明文化し ている。 専任教員の昇格につい
ても ， すべて政治経済学部及び専門職大学院ガバナンス研究科で
行っ ており ， グローバル・ ガバナンス研究科で直接的な手続き を 行
う こ と はない。

c ◎＜組織的な連携体制と責任の所在
＞
組織的な教育を実施する上において
必要な役割分担，責任の所在を明確
にしていること。
【約３００字】

① 教育研究に関し て最終的に責任を 持つ「 研究科委員会」 が定期的
に開かれ， また， 研究科長・ 専攻主任・ 大学院委員から 成る「 執行
部」 が研究科運営に関わる政策立案を 行っ ている。 役割分担及び連
携体制と 責任の所在は明確である。 なお， 人事計画， カ リ キュ ラ ム
編成， 入学試験についても 執行部による立案と 研究科委員会におけ
る審議を 経て適切に実施さ れている。
　 本研究科は博士コ ースのみの英語ト ラ ッ ク であり ， 学位取得資格
審査（ Qual i f yi ng Exami nat i on) を 義務づけているが， 実施にあたっ
ては， 学生の研究テーマに合致し た資格審査委員会を 設置し ， 公平
かつ適切に実施するこ と が内規により 明文化さ れている。
② 本研究科は博士後期課程のみを 対象と するも のであり ， 学生数は
限ら れているこ と から ， 他研究科のよう な各種委員会を 設置する必
要性が乏し い。 多く の教員がガバナンス研究科に所属し ているこ と
から ， 教育研究の向上の観点から ガバナンス研究科と 適切な連携を
図っ ている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度グローバル・ガバナンス研究科　自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

（２）研究科の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか
教員の編制方針に沿った教員組織の整備

　 本研究科はグローバル・ ガバナンス専攻（ 博士後期課程） を 一つ
設置し ており ， 以下のと おり 基準を 充足し ている。

＜博士後期課程＞
大学院設置基準上の必要教員数 12名
専任教員数　 13名（ う ち研究指導教員数は10名）

以下のと おり 基準を 充足し ている。

＜博士後期課程＞
研究指導教員の必要教授数 ２ 名
専任教授数 ７ 名

　 教員組織の編制実態について， 専兼比率は100％であり ， 必修科目
の100％を 専任教員が担当し ている。 また， 本研究科では， 「 Publ i c
Pol i cy Pr ogr am」 に６ 名， 「 I nt er nat i onal  Devel opment  Pol i cy
Pr ogr am」 に３ 名， 「 Communi t y Management  Pr ogr am」 に4名の教員
を 配置し ており ， 各プログラ ムに応じ 教員を 適切に配置し ている。

本研究科では， 任期付教員の採用はし ていない。

教員組織を検証する仕組みの整備

a ●教員組織の適切性を検証するにあ
たり，責任主体・組織，権限，手続
を明確にしているか。また，その検
証プロセスを適切に機能させ，改善
につなげているか。
【６００～８００字】

　 教員組織の検証プロセスについては， 研究科の「 執行部会議」
で， 毎年度５ ～６ 月に「 教育・ 研究に関する長期・ 中期計画書」 に
おいて教員・ 教育組織に関する長中期計画を 策定し ， 2015年度は７
月１ 日開催の第３ 回研究科委員会で承認を 予定し ている。 同計画書
の策定にあたっ て， 自己点検・ 評価結果を 参考と し ながら ， 各研究
領域における論文指導可能な教員配置数および教員数のバラ ンスに
留意し つつ， 教員・ 教員組織を 検証し ， その編制方針の見直し を
行っ ている。 検証にあたっ ては， 研究科の将来構想や必要な授業科
目の検証と 合わせて， 補充・ 増員すべき 教員の主要科目， 資格を 検
証し ている。

◎『教員組織の編制方針』と教員組
織の編制実態は整合性がとれている

か。
【６００～８００字】

ｂ

a ◎当該大学・学部・研究科の専任教
員数が，法令（大学設置基準等）に
よって定められた必要数を満たして
いること。特定の範囲の年齢に著し
く偏らないように配慮していること
（設置基準第７条第３項）
【約４００字】
※現在数とは，2016年５月１日現在
の数値です。
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。



 2015年度グローバル・ガバナンス研究科　自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか

a ●＜規定に沿った教員人事の実施＞
教員の募集・採用・昇格について，
基準，手続を明文化し，その適切
性・透明性を担保するよう，取り組
んでいるか。
【４００字】

　 教員の採用の基準や研究科担当教員の任用にあたっ ては， 研究科
で定めた「 グローバル・ ガバナンス研究科『 教員任用規程』 適用に
関する申し 合わせ」 により 明文化し ている。
　 なお， 本申し 合わせに基づき ， 審査手続き と し て研究科委員会を
経て， 大学院委員会において承認さ れ， 適切性・ 透明性が担保さ れ
ている。

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか
教員の教育研究活動等の評価の実施

a ●教員の教育研究活動の業績を適切
に評価し，教育・研究活動の活性化
に努めているか。
【４００字】

② 研究活動の業績評価について， 教員の研究・ 教育活動は大学にお
いてデータ ベース化さ れており ， イ ンタ ーネッ ト を 通じ て広く 一般
に公表さ れている。
　 グローバル・ ガバナンス研究科の専任教員は， 政治経済学部も し
く は専門職大学院ガバナンス研究科に所属し ているため， それら の
部署で必要な業績評価が行われていると 思料さ れ， グローバル・ ガ
バナンス研究科独自の業績評価は行っ ていない。

教員の資質向上のための研修・諸活動（ＦＤ）の実施状況とその有効性

ｂ●教育研究，その他の諸活動（※）
に関する教員の資質向上を図るため
の研修等を恒常的かつ適切に行って
いるか。
※社会貢献，管理業務などを含む
『教員』の資質向上のための活動を
指します。
※『授業』の改善を意図した取組み
については，「基準４」（３）教育
方法で評価する。
【６００～８００字】

○大学院教育懇談会（ 大学院全体のＦ Ｄ 研修） 2016年４ 月16日
　 テーマ： 「 教育・ 研究上の著作権問題」 「 大学院生の指導（ 学生
          相談室の視点から ） 」
　 出席者： １ 名



 2015年度 グローバル・ガバナンス研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 １．教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に基づき学位授与方針を明示しているか

a ◎理念・目的を踏まえ，学部・研究
科ごとに，課程修了にあたって修得
しておくべき学習成果，その達成の
ための諸要件（卒業要件・修了要
件）等を明確にした学位授与方針を
設定していること。
【約８００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその内容も明記す
る。

① 教育目標として大学院学則別表４に「人材養成その他教育研究上
の目的」を定めている。
②「課程修了にあたって修得しておくべき学習成果」と「その達成
のための諸要件」を明確にした「学位授与方針」を，博士前期・後
期課程別々に目指すべき人材像，具体的到達目標として研究科委員
会において定めている。

（２）教育目標に基づき教育課程の編成・実施方針を明示しているか

a ◎学生に期待する学習成果の達成を
可能とするために，教育内容，教育
方法などに関する基本的な考え方を
まとめた教育課程の編成・実施方針
を，学部・研究科ごとに設定してい
ること。
【約６００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその内容も明記す
る。

　学位授与方針に示した修得すべき学習成果を達成するために，教
育内容や教育方法の基本的考え方を明らかにしたグローバル・ガバ
ナンス研究科の「教育課程の編成・実施方針」を，博士前期・後期
課程別々に研究科委員会において定めている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 グローバル・ガバナンス研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 １．教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（３）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針が，大学構成員（教職員及び学生等）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ホームページ等に
よって，教職員・学生ならびに受験
生を含む社会一般に対して，学位授
与方針，教育課程の編成・実施方針
を周知・公表していること。
【約１５０字】

① 教職員については，シラバス（３頁）で公開している。教員に対
しては，2015年４月の研究科委員会にて，教育目標，学位授与方針
及び教育課程の編成方針を掲載した資料を全研究科委員に配付し，
説明することで周知を徹底している。
② 学生についても，在学生に配付するシラバス（３頁）において明
示し，毎年公表されている。これらの内容は入学時のガイダンス等
でも説明している。
③ 社会一般への公表は，研究科ホームページにおいて教育目標・学
位授与方針・教育課程の編成・実施方針を掲載している。

（４）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●教育目標，学位授与方針および教
育課程の編成・実施方針の適切性を
検証するにあたり，責任主体・組
織，権限，手続を明確にしている
か。また，その検証プロセスを適切
に機能させ，改善につなげている
か。
【約４００字】

　教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針につい
て，2015年度は第５回研究科委員会（2015年９月30日実施）にて当
研究科の学位授与方針の適切性を検証した結果，その一部を変更す
ることを承認した。

今後，カリキュラム改
革の進行し，教育目
標，学位授与方針及び
教育課程の編成・実施
方針の適切性を検証す
る必要がある。

カリキュラム改革の進
行に合わせ，教育目
標，学位授与方針及び
教育課程の編成・実施
方針の適切性を検証す
る。

ガバナンス研究科と連
携を取りながら情報を
共有し，カリキュラム
改革の方向性，学生の
質の担保，学位取得後
の学生の進路などにつ
いて学外からの知見を
得る機会を増やす。



 2015年度 グローバル・ガバナンス研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育課程の編成方針に基づき，授業科目を適切に開設し，教育課程を体系的に編成しているか
必要な授業科目の開設状況

a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目を
開設していること。
【３００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

①「 公共政策」 ， 「 国際開発政策」 ， 「 地域マネジメ ント 」 の3つの
プログラ ムを 提供し ている。
③ 総開設授業科目は46科目（ 2015年度） ， その内訳は主要科目（ 演
習科目「 論文指導」 ） 20科目， 特修科目（ 講義科目） 26科目であ
り ， その比率は10： 13である。

b ◎コースワークとリサーチワークを
適切に組み合わせ，教育を行ってい
ること。【修士・博士】
【２００～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

　 修了に必要な単位数は16単位であり ， 講義科目と し てコ ースワー
ク を 選択必修４ 単位， リ サーチワーク を 必修12単位と し ており ，
コ ースワーク と リ サーチワーク の適切な組み合わせによる教育を 実
施し ている。

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図やコース系統図の明示，科目相関図，４年間の履修モデル，適切な科目区分など）

c ●教育課程の編成実施方針に基づい
た教育課程や教育内容の適切性を明
確に示しているか。（学生の順次
的・体系的な履修への配慮）
【約４００字】

　 順次的・ 体系的な履修への配慮については， 研究科ホームページ
において配当科目を カ リ キュ ラ ム一覧と し て明示し ている。 必修の
主要科目（ 演習科目） については， その名称にＡ ～Ｆ と 記載さ れ，
在籍する３ 年でこ れら の6科目を 履修するよう 配慮さ れており ， 科目
区分は適切・ 明瞭と 言える。

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性

d ●教育課程の適切性を検証するにあ
たり，責任主体・組織，権限，手続
を明確にしているか。また，その検
証プロセスを適切に機能させ，改善
につなげているか。
【約４００字】

① 教育課程の適切性の検証プロセスについては毎年度， 執行部で検
討し た内容を ， 研究科委員会にて承認するよう 運用を 取っ ている。
② 2015年度は博士後期課程２ 年次の学生に向けて「 Qual i f yi ng
Exami nat i on」 のスケジュ ールや審査体制について， より 具体的に検
討し ， 明確化し た。

「 Qual i f yi ng
Exami nat i on」 のスケ
ジュ ールについて， 博
士学位取得のためのガ
イ ド ラ イ ンと 必ずし も
一致し ていないため，
今後見直し を 図る。

運営可能なスケジュ ー
ル等のシュ ミ レ ーショ
ンを 試み， 博士学位取
得のためのガイ ド ラ イ
ンを 改定する。

実施年度ごと に課題を
整理し ， 学生にと っ て
不利益と なら ないスケ
ジュ ールを 組んでい
く 。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 グローバル・ガバナンス研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）教育課程の編成・実施方針に基づき，各課程に相応しい教育内容を提供しているか
特色ある教育プログラムの内容とその効果（当該学部等固有のプログラムやＧＰ採択事業など）

a ●学部の特色，長所となるプログラ
ムが編成されているか。
【２００字～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

　 本研究科の授業は全て英語で行われ， 博士論文についても 英文で
作成する。
 また， 2015年度はグローバル・ ガバナンス研究科の全院生を 対象に
「 博士論文執筆のための調査方法」 を テーマに計３ 回にわたるプロ
グラ ムを 実施し た。

学生から のアンケート
にて， 当研究科に特化
し た意義のあるプログ
ラ ムのため， 今後も 参
加し たいと の意見が
あっ た。

2016年度は実施回数を
3回から ５ 回に増や
す。

研究科間等における国際的な教育交流の内容とその効果　（学部間協定，短期海外交流など）

b ●学部の特色，長所となる国際化プ
ログラムが編成されているか。
【２００字～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

本研究科では， 研究科間協定及び短期海外交流等は行っ ていない。



 2015年度グローバル・ガバナンス研究科　自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育方法及び学習方法は適切か
教育目標や教育課程の編成・実施方針と授業形態（講義科目，演習科目，実験実習科目，校外学習科目等）との整合性

ａ◎当該学部・研究科の教育目標を達
成するために必要となる授業の形態
を明らかにしていること。
【約２００字】

　 本研究科の授業形態は， 大学院学則第22条２ 項に沿っ て， 講義，
演習のいずれかにより 又はこ れら の併用により 行っ ている。
　 講義科目においては， 各研究領域間の有機的関連の中で， 学生の
研究に必要な知識を 教授し ， 能力を 身に付けさ せるべく 授業を 行っ
ている。
　 演習科目においては， 入学時に決定し た指導教員の責任におい
て， 博士学位請求論文の作成等に対する専門的な研究指導を 行っ て
いる。

b ●教育課程の編成・実施方針に基づ
き，各授業科目において適切な教育
方法を取っているか。
【約４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

　 各授業科目の教育方法について， 博士学位請求論文作成に向け，
深い専門性を 獲得するための最低３ 年間にわたる少人数または個別
指導による演習を 行っ ている。 講義科目は， 専門分野に関わる広範
な知識及び最新の知見を 得るこ と で研究指導の一助と するこ と が主
な位置づけと なっ ている。 なお， 必要に応じ て海外にてフ ィ ールド
ワーク も 実施するこ と がある。
　 また， 博士後期課程２ 年次に博士学位論文提出資格審査
（ Qual i f yi ng Exami nat i on） を ， ３ 年次には博士論文公開報告会
（ Publ i c Hear i ng） を 実施し ， 学位取得者は自身の研究テーマにお
ける進度把握と 客観的な評価・ 視点を 得るこ と ができ ， 博士論文作
成に役立てら れる。

学習指導・履修指導（個別面談，学習状況の実態調査，学習ポートフォリオの活用等）の工夫

c ●履修指導（ガイダンス等）や学習
指導（オフィスアワーなど）の工夫
について，また学習状況の実態調査
の実施や学習ポートフォリオの活用
等による学習実態の把握について工
夫しているか。
【約２００字～４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

　 履修指導は入学時に実施するオリ エンテーショ ンにて， 履修登録
や要件等について詳細に行っ ている。
　 学生の学習状況及び研究の進捗状況について， 指導教員は必修科
目「 Thesi s Wr i t i ng（ 論文指導） 」 にて把握でき る。 また当研究科
では， 院生が希望すれば指導教員の他に「 Sub Super vi sor 」 （ 副指
導教員） を 最大２ 名選択でき ， 複数の教員より 多角的な論文指導を
得ら れる体制を 整えている。

オリ エンテーショ ンに
は執行部及び各指導教
員が参加し ， 研究科全
体で履修指導を 行っ て
いるため， 学生の研究
テーマに必要な授業を
履修するこ と ができ
る。

今後は在籍生と の交流
の場を 設け， 情報共有
ができ るよう な仕組み
を つく る。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度グローバル・ガバナンス研究科　自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法
（修士・博士課程）研究指導計画に基づく研究指導・学位論文作成指導

◎研究指導計画に基づく研究指導，
学位論文作成指導を行っていること
（修士・博士）。
【４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

　 研究指導計画に基づく 研究指導は， 「 博士学位取得のためのガイ
ド ラ イ ン」 に基づき ， 学生が入試の際に提出し た「 研究計画書」 を
基に， 指導教員と 学生が論文作成計画と し て相談し ， 指導教員の承
認を 得て学生に示さ れる。 論文作成計画は， ２ 年次の博士学位論文
提出資格審査（ Qual i f yi ng Exami nat i on) 及び３ 年次の博士論文公開
報告会（ Publ i c Hear i ng） 等を 踏まえ， 指導教員及び副指導教員と
学生と の相談により 適宜修正さ れる。 こ れら の指導を 受け， 指導教
員の責任のも と ， 博士学位請求論文を 作成する。
　 なお， 本研究科は2014年度に開設し た新設研究科であり ， 現時点
では博士学位請求論文の提出には至っ ていない。

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか

ａ◎授業の目的，到達目標，授業内
容・方法，1年間の授業計画，成績
評価方法・基準等を明らかにしたシ
ラバスを，統一した書式を用いて作
成し，かつ，学生があらかじめこれ
を知ることができる状態にしている
こと。
【約３００字】

　 シラ バスには， 授業の概要・ 到達目標， 授業内容（ 15回） ， 履修
上の注意・ 準備学習の内容， 教科書， 参考書， 成績評価の方法の各
項目について， 統一し た書式に沿っ て作成し ている。 また， 本研究
科学生は， 履修登録に先立ち， 冊子またはホームページ上でシラ バ
スの記載内容を 確認するこ と ができ る。

ｃ●単位制の趣旨に照らし，学生の学
修が行われるシラバスとなるよう，
また，シラバスに基づいた授業を展
開するため，明確な責任体制のも
と，恒常的にかつ適切に検証を行
い，改善につなげているか。
【約４００字】

　 シラ バスに基づいた授業を 展開するために， シラ バスは「 執行
部」 が編集の責任主体と なっ ており ， 研究科長により 各教員に統一
書式での執筆を 依頼し ている。 なお， シラ バスの内容は執行部で確
認を 行ない， その結果を 研究科委員会の場で共有し ている。

（３）成績評価と単位認定は適切に行われているか

ａ◎授業科目の内容，形態等を考慮
し，単位制度の趣旨に沿って単位を
設定していること。（成績基準の明
示，（研究科）修士・博士学位請求
論文の審査体制）
【約２００字】

　 成績評価は， 指導教員の裁量に委ねら れているが， 副指導教員の
補佐によっ て公正さ が担保さ れている。
　 単位認定は， 授業内容， 授業時間， 単位数等を 精査し て実施す
る。
　 論文審査については， 本研究科は2014年度に開設し た新設研究科
であり ， 現時点では博士学位請求論文の提出には至っ ていない。
2016年度の研究科完成年度に向けて， 各種論文審査体制について，
内規等の整備を 含め， 検証を 行っ ていく 。

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか

a ◎教育内容・方法等の改善を図るこ
とを目的とした，組織的な研修・研
究の機会を設けていること。
【約４００字】

　 教育内容・ 方法等の改善を 図るこ と を 目的と し た組織的な研修・
研究の機会は， 学位請求論文作成のための段階的指導と し て行う 公
開報告会において， 各教員が他の研究領域の学生の報告を 聞く こ と
により ， 教員間で本研究科における学位論文指導の現状と 問題点を
共有でき る体制と し て， 今後の教育改善に繋げる。

ｃ●教育内容・方法等の改善を図るた
めの責任主体・組織，権限，手続プ
ロセスを適切に機能させ，改善につ
なげているか。
【約４００字】

　 当研究科の委員が兼務し ている専門職大学院ガバナンス研究科
「 カ リ キュ ラ ム改善・ Ｆ Ｄ 等委員会」 において， 両研究科の教育内
容・ 方法等の改善を 図るための検証プロセスについて合同で検証し
ている。
　



 2015年度 グローバル・ガバナンス研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に沿った成果が上がっているか
●学位授与にあたって重要な科目
（基礎的・専門的知識を総合的に活
かして学習の最終成果とする科目，
卒業論文や演習科目など）の実施状
況。
●学習成果の「見える化」（アン
ケート，ポートフォリオ等）に留意
しているか。
【約４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

　 本研究科は2014年度に開設し た新設研究科であり ， 現時点では博
士学位請求論文の提出には至っ ていない。

●学位授与率，修業年限内卒業率の
状況
●卒業生の進路実績と教育目標（人
材像）の整合性があるか。
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

　 本研究科は2014年度に開設し た新設研究科であり ， 現時点では学
位授与者はいない。

c ●学生の自己評価，卒業後の評価
（就職先の評価，卒業生評価）を実
施しているか。
【約４００字～６００字】

 大学院の講義は少人数で実施さ れ， 教員と 学生の距離が密接である
こ と を 利用し ， 授業評価アンケート 等を 介す形ではなく ， 直接教員
と のコ ミ ュ ニケーショ ンを 行っ ているが， 研究科委員会と し て学生
の自己評価を 集約するには至っ ていない。 また， 同様に， 現時点で
は修了生の輩出には至っ ていないため， 就職先の評価や修了生評価
は実施し ていない。

（２）学位授与（卒業・修了判定）は適切に行われているか

a ◎卒業・修了の要件を明確にし，履
修要項等によってあらかじめ学生に
明示していること。
◎（研究科）学位授与にあたり論文
の審査を行う場合にあっては，学位
に求める水準を満たす論文であるか
否かを審査する基準（学位論文審査
基準）を，あらかじめ学生に明示す
ること。
【約２００字】

　 修了要件及び博士学位請求にいたるプロセス， 論文に求めら れる
要件（ 「 論文審査基準： Qual i t y of  di sser t at i on」 ） ， 学位審査の
概要（ 審査・ 合否判定プロセス） 等については， 「 Degr ee
Requi r ement s f or  Ph. D.  Pr ogr am」 に明示し ， 研究科ホームページ
に公開し ている。
　 学位取得のための指導体制（ 指導教員に加え， 最大２ 名までの副
指導教員を 選定可能） について， 内規を 定めている。 本研究科は
2014年度に開設し た新設研究科であり ， 現時点では学位を 授与すべ
き 修了生の輩出には至っ ていないが， 審査は「 Degr ee Requi r ement s
f or  Ph. D.  Pr ogr am」 に基づき ， 修士学位請求論文は主査１ 名・ 副査
２ 名の３ 名の審査委員による審査・ 口頭試問により 厳正に審査さ れ
る予定である。 審査後は研究科委員会で審査報告・ 審議さ れ， 学位
が授与さ れる。

b ●学位授与にあたり，明確な責任体
制のもと，明文化された手続きに
従って，学位を授与しているか。
【約６００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

　 本研究科は2014年度に開設し た新設研究科であり ， 現時点では学
位を 授与すべき 修了生の輩出には至っ ていないが， 明治大学学位規
程第８ 条に基づき ， 修士学位請求論文は主査１ 名・ 副査２ 名の３ 名
の審査委員による審査・ 口頭試問により 審査さ れたのち， 研究科委
員会で報告・ 審議さ れ， 学位が授与さ れる。

b

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 グローバル・ガバナンス研究科 自己点検・評価報告書
基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生の受け入れ方針を明示しているか（「ＡＰ」の全文記述は不要です）
「求める学生像」と「当該課程に入学するにあたり，習得しておくべき知識等の内容・水準」の明示

a ◎理念・目的，教育目標を踏まえ，
求める学生像や，修得しておくべき
知識等の内容・水準等を明らかにし
た学生の受け入れ方針を，学部・研
究科ごとに定めていること。
◎公的な刊行物，ホームページ等に
よって，学生の受け入れ方針を，受
験生を含む社会一般に公表している
こと。
【約４００字】

　 入学者の受入方針は次のと おり 定め， その公表については「 学生
募集要項」 やホームページにおいて公開し ， 受験生を 含む社会に幅
広く 公表し ている。
　 入学者の受入方針において， 求める学生像と し て次の２ 点を 定め
ている。
① 公共政策， 国際開発政策， 地域マネジメ ント のいずれかの分野に
おいて十分な専門的素養を 持ち， 第一線の研究者・ 専門家と し て活
動するための知識と 能力を 身に着ける意欲を 持つ者
② 研究を 通じ てグローバル・ イ シュ ーの課題解決と 国際社会の発展
に寄与する使命感を 有する者
　 また， 修得し ておく べき 知識等の内容・ 水準を 以下のと おり 定め
ている。
① 公共政策， 国際開発政策， 地域マネジメ ント のいずれかの分野に
おいて十分な専門的素養を 持ち， 自分の専門に関する研究を 推進で
き る能力を 修得し ているこ と 。
② 学術， 研究の高度化と グローバル化が進展する現代社会に対応で
き るよう な幅広い視野， 分析手法を 備え， 自分の専門分野に生かす
力を 修得し ているこ と 。
③ 英語を 共通語と し て研究を 遂行でき る能力を 備えているこ と 。

（２）学生の受け入れ方針に基づき，公正かつ適切に学生募集及び入学者選抜を行っているか

a ●学生の受け入れ方針と入学者選抜
の実施方法は整合性が取れている
か。（公正かつ適切に入学者選抜を
行っているか。
【約８００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

　 学生募集について， ホームページでの周知や進学相談会の実施に
より ， 受験者に周知し ている。
　 グローバル・ ガバナンス研究科では， ４ 月および９ 月入学制度を
実施し ているが， 入学者の受入方針に基づき ， 書類審査及び口頭試
問を 中心と し た入学試験により 能力を 適切に判定し ている。 出願時
に海外在住の志願者の場合にはイ ンタ ーネッ ト を 介し た面接も 実施
し ている。 今後， 入学者の受入れ方針を 踏まえ， 学生の多様性と
ニーズに適応し ， 受験者のニーズを 汲んだ入試制度（ 学内選考入試
や社会人特別入試） 等， 多様な入学試験形態の採用を さ ら に検討す
る。 また， 海外から の外国人留学生を タ ーゲッ ト と する戦略的な広
報活動と するため， 教員の現地派遣やニーズ調査， 教育プログラ ム
に関する意見交換などを 実施し ていく 方針である。 さ ら に外国人向
けの情報発信のため， 英語版のパンフ レ ッ ト 作成・ 配付やホーム
ページの充実を 進めていく 。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 グローバル・ガバナンス研究科 自己点検・評価報告書
基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（３）適切な定員を設定し，入学者を受け入れるとともに，在籍学生数を収容定員に基づき適切に管理しているか
収容定員に対する在籍学生数比率の適切性

a ◎部局化された大学院研究科や独立
大学院などにおいて，在籍学生数比
率が1.00である。（修士・博士・専
門職学位課程）
【約２００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

※　 ２ ０ １ ６ 年５ 月１ 日現在の数値

＜博士後期課程＞
　 収容定員は15名に対し ， 2016年５ 月時点では在籍学生数は6名（ 収
容定員に対する在籍学生比率は0. 40） であっ た。

定員に対する在籍学生数の過剰・未充足に関する対応

b ◎現状と対応状況
【約２００字】

　 さ ら なる受験者獲得のため， 海外（ アジア諸国） の大学や国際機
関を 訪問し ， 現地にて進学相談会を 実施するこ と を 検討する。

（４）学生募集及び入学者選抜は，学生の受入れ方針に基づき，公正かつ適切に実施されているかについて，定期的に検証を行っているか

a ●学生の受入れの適切性を検証する
に当たり，責任主体・組織，権限，
手続きを明確にしているか。また，
その検証プロセスを適切に機能さ
せ，改善につなげているか。
【４００字】

 入学者の受入方針の検証は， 半年後に実施する入学試験の募集要項
の確認のため， 入学手続者が確定し た段階で， 「 執行部」 で見直
し ・ 修正原案を 策定し た上， 「 研究科委員会」 で審議し 見直し を
行っ ている。 2015年度は， ９ 月30日開催の第5回グローバル・ ガバナ
ンス研究科委員会にて見直し を 行っ た。 また， 入学試験制度の検証
プロセスについては， 各領域責任者から の要望， 入試業務を 担当し
た研究科委員会委員から の意見等を 踏まえて， 「 執行部」 で定員，
方法， 科目， 配点を 検討し た上， 「 研究科委員会」 で審議・ 改善を
行っ ている。

定員割れであるため，
受験者数を 増やすこ と
はも と より ， 入学者の
学力レ ベルを 下げず
に， 志願者を 増やす対
策を 考える。

出願書類の提出方法の
簡素化や提出書類の種
類を 減ら すほか， 入試
要項の公開時期等を 早
める等， 出願する手間
を 省けるよう 検討し て
いく 。

他大学や海外の入試方
法を 調査し ， 活かせる
よう 取り 入れる。



 2015年度 グローバル・ガバナンス研究科 自己点検・評価報告書
基準６　学生支援のうち修学支援及びキャリア支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生支援に関する方針を定め，学生への修学支援は適切に行われているか

a ●修学支援に関する方針を，理念・
目的，入学者の傾向等の特性を踏ま
えながら定めているか。また，その
方針を教職員で共有しているか。
【約２００字】

  修学支援に関する方針は「 年度計画書」 に明示し ており ， 優秀な
大学院学生を 確保するために， 給費奨学金対象者の増加や学会参加
費助成費の拡充など， 大学院学生への修学支援を 拡充さ せていく 方
針を 打ち出し ており ， 支援充実を 志願者に積極的に周知し ていく 。

　 修学支援の運用について， 在籍者が2016年５ 月の時点で６ 名のた
め， その検証プロセスの検討及び改善には至っ ていないのが実情で
ある。
　 留籍者， 退学者の状況について， 研究科委員会において学籍異動
の確認を 行う が， 本研究科は2014年度に新設さ れた研究科であり ，
現時点で留籍者は出ていない。

　 障がいのある学生については， 現在在籍学生がいないため， 特別
な措置は行っ ていない。 当該者から 出願希望の申し 出を 受けた段階
で， 修学支援措置等の検討を 行う 方針である。

　 なお， イ ングリ ッ シュ ・ ト ラ ッ ク を 導入し た本研究科の入学生
は， 海外から の留学生が中心であり ， その多く は日本語能力が高く
ない。 そのため， 留学生の生活面を 含めて就学支援を ２ 名の専門ス
タ ッ フ でガバナンス・ ラ ウンジ（ グローバルフ ロント ・ ビル２ 階) で
行っ ているが， 国際教育センタ ーと も 連携し ながら 引き 続き 展開し
ていく 。

　 本研究科では， 学生支援の適切性を 確認するよう な懇談会やアン
ケート 等は実施し ていないが， 学生数が少ないこ と から ， 窓口にて直
接やり 取り する機会も 多いため， その都度， 要望を 吸い上げ， 執行部
と 検討し ている。
　 また， 特別講義等では全学生が集まるため， その際には学生生活に
おける意見交換を する場と し ても 活用し ている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

b ●方針に沿って，修学支援のための
仕組みや組織体制を整備し，適切に
運用しているか。
　○留年者，休退学者の状況把握と
対応
　○障がいのある学生に対する対応
　○外国人留学生に対する対応
　○学生支援の適切性の確認
【約４００字～８００字程度】

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 グローバル・ガバナンス研究科 自己点検・評価報告書
基準６　学生支援のうち修学支援及びキャリア支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）進路支援に関する方針を定め，学生への支援は適切に行われているか。

a ●進路支援に関する方針を，理念・
目的，入学者の傾向等の特性を踏ま
えながら定めているか。また，その
方針を教職員で共有しているか。
【約２００字】

　 キャ リ ア支援活動については， 入学者は高度専門職業人を 想定し
ており ， またその多く が母国や国際機関への復職を 希望するこ と が
想定さ れるため， 具体的な方針は立てていない。

b ◎学生の進路選択に関わるガイダン
スを実施するほか，キャリアセン
ター等の設置，キャリア形成支援教
育の実施等，組織的・体系的な指
導・助言に必要な体制を整備してい
ること。
【約４００字～８００字】

　 キャ リ ア支援活動については， 入学者は高度専門職業人を 想定し
ており ， またその多く が母国や国際機関への復職を 希望するこ と が
想定さ れるため， 具体的な事業実施は検討し ていない。 ただし ， 修
了生を 輩出後， Ｏ Ｂ ・ Ｏ Ｇ のネッ ト ワーク を 活用し た， まさ にグ
ローバルな視点でのキャ リ ア支援を 本研究科の在学生に実施するこ
と は可能と 考える。



 2015年度 グローバル・ガバナンス研究科 自己点検・評価報告書
基準１０ 内部質保証

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，その結果を公表することで社会に対する説明責任を果たしているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施
し，公表していること。
【約４００字】

　 本研究科は， 合計13名の教員から 構成さ れる比較的小規模の研究
科である。 そのため， 自己点検・ 評価に関わる内容は， 研究科内の
研究科執行部にて検討を 行っ ている。 なお， 本報告書の内容は2015
年9月30日開催の研究科委員会にて報告し ， 研究科内の承認を 得る予
定である。

 （２） 内部質保証システムに関するシステムを整備し，適切に機能させているか
●内部質保証の方針と手続を明確に
していること。
●内部質保証をつかさどる諸組織
（評価結果を改善）を整備している
こと
【８００字～１０００字程度】

本研究科は2014年度開設の新し い研究科であるため， 点検・ 評価に
関わるＰ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルについては， 今後， 改善指標を 定めて進捗
管理を 行っ ていき たい。 教育・ 研究年度計画書に記載し た計画が実
行でき たかを 自己点検・ 評価し て次年度の計画に反映さ せていく 。

●自己点検・評価の結果が改革・改
善につながっていること
●文部科学省や認証評価機関からの
指摘事項に対応していること

　 前回認証評価時の助言・ 指摘事項については， 執行部にて検討し
改善を 図っ た。 具体的に， 本研究科は2014年度l 開設の新し い研究科
であり ， 内規の整備が十分ではなかっ たため， 「 学位審査基準」 や
「 研究科長選挙」 等を 制定し た。

●学外者の意見を取り入れているこ
と

本研究科では， 学外者の意見を 取り 入れる場は設けていない。

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

a

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述
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